
 
 

研究機関名：旭川医科大学 
 

 

承認番号 19186 

課題名 IgA 血管炎急性期スコアの検証、確立に向けた多施設共同研究 

研究期間 倫理委員会承認日 ～ 2020 年 12 月 31 日 

研究の対象 2017 年 1 月 1 日〜2020 年 12 月 31 日までに入院治療した小児 IgA 血管炎患者 

利用する試料・情報の

種類 

■診療情報（詳細：カルテ番号、生年月日、症状発現日、発症時症状、入院時症

状、全経過の症状、急性期治療、腎炎合併の有無、腎生検の有無、腎炎に対する治

療、入院時血液検査（WBC,Hb,Ht,Plt,PTINR,APTT,Fib,D-dimer,fXIII,TP,Alb, 

AST,ALT,LDH,BUN,Cre,Na,K,Cl,CRP,PCT,IgG,IgA,IgM,ASO,C3,C4,Ch50）尿検査所 

見  (   定  性  、  u-prot,Cre,b2MG,NAG)   腎 炎  発  症  時  血  液 検  査 

（WBC,Hb,Ht,Plt,PTINR,APTT,Fib,D-dimer,fXIII,TP,Alb,AST,ALT,LDH,BUN,Cre 
,Na,K,Cl,CRP,PCT,IgG,IgA,IgM,ASO,C3,C4,Ch50））） 

□手術、検査等で採取した組織（対象臓器等名： ） 

□血液 

□その他（ ） 

外部への試料・情報提

供 

■自施設のみで利用 

□多施設共同研究グループ内（提供先： ）（提供方法： ） 

□その他（提供先： ）（提供方法： ） 

研究組織 日本小児感染症学会員が在籍する全国の施設から研究協力をうける。 

研究の意義、目的 IgA 血管炎は全身の血管に炎症を起こす病気です。ほとんどは自然に軽快します

が、一部の患者さんで強い腹部症状（腹痛、血便など）を出す事があります。ま

た、回復期に合併する腎炎の有無がお子様の将来に最も影響を及ぼす因子となりま

す。 私達はすでに、この強い腹部症状や腎炎をどの程度起こし得るのか、発症早

期に評価する為のスコアシステムを構築しました。さらにこのスコアの信頼性を高

めるため、さらに多くの IgA 血管炎の患者さんの情報を得たいと考えています。 

研究の方法 研究はお子様の臨床経過（いつからどのような症状があったか、腹部症状の程

度、腎炎の有無、治療内容など）、および入院時の血液検査データを主治医の先

生から頂くだけで済みます。研究のために検査する項目、あるいは治療内容を変

更して頂く事はありません。 

その他  

お問い合わせ先 本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さ

い。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障が

ない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出

下さい。 

研究への利用を拒否する場合の連絡先：旭川医科大学小児科学講座

北海道旭川市緑が丘東 2 条 1 丁目 1-1 

 電話番号：0166-68-2481 

研究責任者：長森 恒久 

 

情報公開文書（複数施設研究用） 




